
平成 23 年 3 月 29 日 午後 2 時 

区 役 所 東 棟 ４ 階 庁 議 室  

平成 22 年度 第 3 回杉並区障害者福祉推進協議会 次第 
 

 

１ 保健福祉部長の開会・挨拶  

                     

２ 会長挨拶    

 

３ 報告  

（１）障害者福祉施策に関わる国等の動き（資料１） 

          

（２）平成 23 年度障害者福祉関連施策予算および施策（資料２） 

    

（３）杉並区地域自立支援協議会報告（資料３）          

 

 

４ 議題 

（１）平成２２年度杉並区障害者基礎調査結果について（資料４）  

            

 （２）障害者計画・（第 3期）障害福祉計画の改定について（資料５）     

 

 ５ 平成 21・22 年度障害者福祉推進協議会の活動について（資料６）  

 

 ６ その他 

   

７ 閉会    

 

【配布資料】 

資料１ 障害者自立支援法の改正ポイント 

資料２ 平成 23 年度障害者福祉関連施策予算および施策 

資料３ 杉並区地域自立支援協議会について 

資料４ 地域生活に関する調査報告書（概要版） 

資料５ 障害者計画・（第 3期）障害福祉計画の改定について 

資料６ 平成 21・22 年度障害者福祉推進協議会開催状況 

 

【参考資料】 

平成 22 年度 地域生活に関する調査報告書（席上配布） 

就学前の障害児指導のあり方検討委員会報告書（ 〃 ） 



障がい者制度改華推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの
間において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律案の概要

②利用者負担の見直し
　　　利用者負担について、応能負担を原則に

　一障害福祉サービスと補装具の利用者負担を合算し負担を軽減

③障害者の範囲の見直し　　公布日施行
　一発達障害が障害者自立支援法の対象となることを明確化

④相談支援の充実　　 平成24年4月1日施行羅24年晒書暑の齢碇める帥ら施行

一 綴支援㈱の強化〔鵬護霧騰懇鍛編鵠鼎支纈会」を法律上樋付け・

　一支給決定プロセスの見直し（サービス等利用計画案を勘案）、サービス等利用計画作成の対象者の大幅な拡大

⑤障害児支援の強化　　　　平成24年4月4日施行

　一児童福祉法を基本として身近な地域での支援を充実
　　　（障害種別等で分かれている施設の一元化、通所サービスの実施主体を都道府県から市町村へ移行）

　一放課後等デイサービス・保育所等訪問支援の創設

一 在園期間の賑措置の見直し 〔藩灘鷺看堵購麟驚雛謝鷺魏黒臥

⑥地域における自立した生活のための支援の充実

　　　グループホーム・ケアホーム利用の際の助成を創設
　　　重度の視覚障害者の移動を支援するサービスの創設（同行援護。個別給付化）

（その他）（1）「その有する能力及び適性に応じ」の削除、（2）成年後見制度利用支援事業の必須事業への格上げ、

　　　（3）児童デイサービスに係る利用年齢の特例、（4）事業者の業務管理体制の整備、

（1）（3）（6）：

公布日施行
（2）（4）（5）：

平成24年4月1Eヨ
までの政金で定める
か㌔

（5）精神科救急医療体制の整備等、（6）難病の者等に対する支援・障害者等に対する移動支援についての検討



平成２３年３月２９日 

第３回杉並区障害者福祉推進協議会 資料２ 

 

 

平成２３年度 障害者福祉関連施策予算について 

 

１ 平成２３年度当初予算規模 
（単位：千円） 

 
 
２ 障害者福祉関連一般会計予算規模 

（単位：千円） 

 

 

３ 障害者福祉関連 主要事業の概要 （平成23年度区政経営計画書より抜粋） 

 

（１）障害者地域生活支援事業  （障害者施策課・障害者生活支援課）      予算額 569,658千円 

障害があっても、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、相談支援や日常生活用具の給付・貸与、

移動支援、日帰りショートステイ、訪問入浴サービス等さまざまな事業を実施します。 

また、相談支援事業所で急増している発達障害者やその家族からの引きこもり等の相談に対応するため、社会適応

を促進するための支援事業を実施します。 

 

（２）心身障害者福祉手当等支給  （障害者施策課）              予算額 1,149,404千円 

精神障害者保健福祉手帳（１級）所持者に対して福祉手当を支給し、精神障害者の福祉の増進を図ります。 

・精神障害者への福祉手当の支給（新設） 

・手当額   月額  5,000円 
・対象者   杉並区に住所を有する精神障害者保健福祉手帳（1級）所持者 
・支給制限  難病患者福祉手当、児童育成手当（障害手当）対象児童、施設入所者、本人又は保護者等の所得が

限度額を超えているとき及び65歳以上新規申請者は対象外です。 
・支給方法  年4回に分けて本人の金融機関口座に振込みます。 

（３）発達障害児専門相談・グループ指導  （障害者施策課）           予算額 16,464千円 

  発達障害とその疑いのある子どもと、その保護者を支援するため専門医師及び心理職による発達相談を実施すると

ともに、小グループによる相談、指導を行います。利用者の増加に対応するため非常勤職員を増員して、個別相談、

小グループ指導のさらなる充実を図ります。 

会　計　区　分 23年度当初予算 22年度当初予算 増 減 額 前年比

一 般 会 計 148,807,000 151,283,000 △ 2,476,000 98.4%

国民健康保険事業会計 50,553,279 48,608,167 1,945,112 104.0%

老 人 保 健 医 療 会 計 0 89,725 △ 89,725 0.0%

介 護 保 険 事 業 会 計 31,134,449 29,871,685 1,262,764 104.2%

後期高齢者医療事業会計 10,917,310 11,619,906 △ 702,596 94.0%

合 計 241,412,038 241,472,483 △ 60,445 100.0%

23年度当初予算 22年度当初予算 増 減 額 前年比

66,551,374 62,386,101 4,165,273 106.7%

27,239,938 27,443,095 △ 203,157 99.3%

障 害 者 福 祉 費 8,322,789 7,131,371 1,191,418 116.7%

科　　　　　目

保 健 福 祉 費

社 会 福 祉 費



（４）就労支援事業   （障害者生活支援課）                  予算額 11,352千円 

障害があっても、能力や適性に応じて一般就労ができるよう支援をします。区役所において知的障害者等をパート

雇用する「すぎなみワークチャレンジ事業」や、新たに清掃業務における障害者雇用の調査を行い雇用促進に向けた

就労課題を整理することで、今後の雇用の場の拡大につなげていきます。 

また、作業所からの就労者を増やすため、区役所や企業においての実習の推進や短時間就労など多様な就労形態に

対応するためのスッテップアップ雇用を実施します。 

※すぎなみワークチャレンジ事業･･･区役所において、知的障害者・精神障害者を非常勤パート雇用して１年～3年
の経験を踏まえ、一般企業への就職の実現を図るものです。 

 

（５）障害者入所・通所施設の整備  （障害者施策課）              予算額 89,807千円 

在宅生活が困難な障害者のため、障害者入所施設を区内等に建設した社会福祉法人に対し、独立行政法人福祉医療

機構借入金の償還助成を行います。 

区内にある障害者通所施設の老朽化に伴い改築が必要となったため、整備する社会福祉法人に対し建設助成を行い

ます。 

障害者入所施設や通所施設の整備には、ショートステイを併設して整備するなど在宅サービスの拡充も図ります。 

平成23年度  

償還助成 3施設（確保入所床数：64床（区内施設には都枠分11床を含む。）  

建設助成 2施設（通所定員数：60名、ショートステイ定員数：8名） 

                  （ショートステイ床数：1床増床） 



杉並区障害者福祉推進協議会 資料３ 

平 成 ２ ３ 年 ３ 月 ２ ９ 日 

保 健 福 祉 部 障 害 者 生 活 支 援 課 

22 年度杉並区障害者地域自立支援協議会、就労支援等の取り組みについて 

１ 第２回地域自立支援協議会〔22 年 11 月 16 日(火)実施〕 

テーマ「学齢期の家庭支援と相談支援事業(所)の役割」 

・地域デイや日帰りショートの不足 

・特別支援学校の保護者等が相談支援事業を使う旨味が伝わっていない。（特に軽度の障害児） 

・相談事業所が何をしてくれるのか情報発信する必要性。 

・学校と相談支援とで節目での個別支援会議を開催するしくみの構築。 

以上、協議会の中でグループを作り提言できるとよい。 

 

２ 第 3 回地域自立支援協議会(23 年 3 月 10 日(木)実施) 

  テーマ「第 3期につなげる課題について」 

（１）地域移行促進部会 

障害者の地域医療について①適切な医療機関情報の提供②当事者の健康情報の伝達方法(私のノー

トの継続）③人的支援の取組み（一人での通院･服薬管理･通院付添対応困難の割合大） 

地域移行の促進について  

・精神障害者の退院促進事業⇒①長期入院者の掘り起こし②個別支援会議を重視した病院関係者と

地域の支援者間での医療面･生活支援面の情報共有など 

・知的障害者の入所施設からの地域移行⇒①グループホーム増設の取組が不可欠②特に支援を多く

必要とする人に対する支援体制の充実③連続した生活支援を実施できるサービス提供（グループホ

ームの支援力を含め）のあり方の検討 

課題を共有して、部会としてさらに検討していく。 

（２）相談支援部会 

地域でグループホームの利用者を見守り、世話人を支える支援について 

・グループホーム世話人の労働条件等 

・資格要件がないための世話人の専門性の向上を難しくしていること 

・閉鎖的な環境の中で、問題が発見されにくいということ。 

・バックアップ等 

上記の課題について、さらに検討を続けていく。 

 

 （３）平成22年度の協議会等運営の課題について 

２期４年の協議会運営では、相談支援･地域移行に取組む現場から、部会の活動を通して本人の

自立支援に関する具体的課題が明らかにされてきた。課題改善に向けた協議会での検討･発信･組織

化･取組には引き続き努力課題あり 

○ 協議会が会議だけの提案でなく、現場レベルで動いているところから発信していくことが重

要。 

○ 結論付けるのでなく、議論のプロセスが大切であり、どうして行くのかを話すのが大事。 

○ 自立支援協議会で障害福祉計画に対する意見などをどのようにしていくかの検討が必要。 



 

３ 相談支援の状況 

相談内容 20 年度 21 年度 22 年度(１月末まで） 

相談支援事業所数 5 ヶ所 6 ヶ所 7 ヶ所 

福祉サービスの利用援助 3,766 4,517 5,386 

障害理解 392 425 441 

健康・医療 1,266 1,426 1,587 

情緒安定 3,080 4,231 4,892 

保育・教育 90 58 225 

家族・人間関係 894 1,094 1,197 

家計・経済 375 440 400 

生活技術 877 990 736 

就労 890 655 589 

社会参加・余暇 688 1,242 1,745 

権利擁護 93 154 120 

その他 1,390 1,497 1,327 

合  計 13,801 16,729 18,641 

 

４ 就労支援の取り組み 

（１） 清掃業務における障害者雇用のあり方に関する調査について 

23 年 1 月 11 日より、知的障害者 3 名を障害者生活支援課のチャレンジ雇用とし、清掃を開始していま

す。支援は障害者雇用支援事業団が行っています。 

区本庁舎等において障害者が実際に清掃業務に従事する中で、障害者の就労における雇用環境や定着支

援のあり方、事業者の受け入れ体制のあり方等の課題を整理し、今後の障害者雇用の拡大に繋げていきま

す。（調査期間23年1月～24年3月） 

 

（２）平成22年度の就職者の状況 

20年度 21年度 22年度(2月) ワークサポート杉並からの就職者と福祉

施設からの就職者 ５９ ５７ ７３ 

福祉施設からの就職者 ２３ １８ ２７ 

ワークサポートからの就職者 

( )は作業所からの就職者のダブルカウント 

４０ 

（４） 

４４ 

（５） 

５７ 

（１１） 
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地域生活に関する調査報告書（概要版） 
 

【１】 調査概要 

●調査実施の目的 

保健福祉計画（障害者計画）と障害福祉計画の改定にあたり、障害者の方の生活状況やサー

ビスの利用意向などを把握するためにアンケート調査を実施しました。 

 

●調査の種類と方法及び回収状況 
 

調査種類 
調査対象 

者数 
発送数 抽出率 

有 効 
回収数 

有効回収率

肢体不自由 6,011 人 1,250 件 20.8% 542 件 43.4％

内部障害 3,845 人 716 件 18.6% 267 件 37.3％

視覚障害 937 人 350 件 37.4% 153 件 43.7％

Ａ 
身体 
障害 
者手 
帳所 
持者 

聴覚・言語など
の障害 

1,093 人 434 件 39.7% 168 件 38.7％

Ｂ愛の手帳所持者 1,536 人 919 件 59.8% 442 件 48.1％

Ｃ重度の身体障害と重

度の知的障害を重複し

ている人 

132 人 119 件 90.2% 54 件 45.4％

Ｄ精神障害者保健福祉

手帳所持者 
1,949 人 800 件 41.0% 374 件 46.8％

Ｅ発達障害のある人 － － － 32 件 －

Ｆ高次脳機能障害のあ

る人 
－ － － 101 件 －

 

調査対象者：Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄは、年齢階層ごとに設定した発送数を無作為抽出。 

      Ｅ・Ｆは、情緒障害児通級学級や特定非営利活動法人東京都自閉症協会、相談支援 

事業所などに調査を依頼。 

調査方法 ：Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄは郵送により配付・回収（視覚障害者は、一部区職員による聞き取 

り調査）。 

Ｅ・Ｆは郵送による回収（高次脳機能障害者は、一部区職員による聞き取り調査）。 

調査期間：平成 22 年 12 月 13 日（月）～平成 23 年１月８日（日） 

 

●報告書概要版利用上の留意点 

・回答者数：図表中の「件数」は、各設問に該当する回答者の総数であり、設問によって件数は

異なるところがあります。 

・図表の単位：回答率（％）は小数点第２位を四捨五入して表示しているため、合計が 100％に

ならない場合や表示上小数点が表せないところがあります。 

・複数回答：複数回答のグラフは、回答率（％）の合計は 100％を超えています。 

・ここで掲載できなかったものについては、報告書に掲載します。 

 

平成２３年３月２９日 

第３回杉並区障害者福祉推進協議会 

 資料４
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●設問項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ身体障
害者手帳
所持者

Ｂ愛の手
帳所持者

Ｃ重度の身体

障害と重度の

知的障害を重

複している人

Ｄ精神障害
者保健福祉
手帳所持者

Ｅ発達障
害のある

人

Ｆ高次脳
機能障害
のある人

回答者〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

年齢〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

性別〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害者手帳の等級〔％〕 ○ ○ ○

障害種類〔％〕 ○

発達障害の診断〔％〕 　 ○ ○

障害者手帳の有無〔％〕 　 ○ ○

障害を負った原因〔％〕 ○

障害に気付いた、または障害を負った年齢〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

家計を支えている人〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

本人収入の種類〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○

本人の収入額〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

現在の住まい〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

同居家族〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

主な介助者〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護者の年齢〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

将来暮らしたい場所〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

通院の頻度〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

かかりつけ医療機関の有無〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

通院時間〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

通院時の交通手段〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康診断・歯科健診の受診状況〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害者サービスの利用状況（５サービス）〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

障害者サービスの利用意向（５サービス）〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

必要な情報の入手先〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

点字の読解〔％〕 ○ 　 　 　

手話の利用〔％〕 ○ 　 　 　

相談相手の有無〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

利用する相談機関〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域のたすけあいネットワークへの登録〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

未登録の理由〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○

成年後見制度の利用〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【就学前児童】通園先〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ 　 ○ ○

【就学児】通学先〔％〕 ○ ○ ○ 　 ○ ○

【就学児】放課後過ごす場所〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ 　 ○ ○

障害者との交流の有無〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

気軽に話せる人の有無〔％〕　　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

気軽に話せる人〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

就労状況〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

就労形態〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

勤務地〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

勤め先の満足感〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

就労生活の継続に重要なこと〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

通所先〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

通所施設の満足感〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

通所施設に不満な理由〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【通所施設に不満のある人】一般就労の意向〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【未就労者】日中過ごす場所〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【未就労者】就労意向〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

嫌な思いや偏見の有無〔％〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

力を入れる必要がある障害者施策〔％・複数回答〕 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自由意見 ○ ○ ○ ○ ○ ○

調　　査　　種　　類

設　問　項　目
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【２】 回答者の基本属性 

●回答者の年齢・性別（問：あなた（ご本人）の年齢･性別をお答えください。） 

年齢は、全体で「60 歳以上」が 38.9％と多くを占めており、30～50 歳代がそれぞれ 10％

強となっています。障害種類別では、A 身体障害者手帳所持者は「60 歳以上」が 57.9％と

半数を超えており、E 発達障害のある人は「10 歳代」が 62.5％を占めています。 

性別は、全体で「男性」が 53.3％、「女性」が 45.1％と、男性の割合がやや高くなってい

ます。障害種類別では、B 愛の手帳所持者、E 発達障害のある人、F 高次脳機能障害のある

人で「男性」が 65％以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢〔％〕

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

０

～
９
歳

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

１

０

歳
代

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

２

０

歳
代

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

３

０

歳
代

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

４

０

歳
代

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

５

０

歳
代

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

６

０

歳
以

上

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

そ

　

の
　

他

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

無

　

回
　

答

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

4 7 .8 8 .7 1 3 .4 1 2 .3 1 2 .4 3 8 .9 2 2 3 1 3

4 3 4 .6 8 .8 7 .9 1 1 .6 5 7 .9 2 1 3 1 0

9 .7 2 3 .5 1 9 .2 1 8 .3 1 2 .4 4 .8 9 .7 2  4 4 2

9 .3 1 6 .7 2 5 .9 3 1 .5 5 .6 7 .4 4   5 4

9 .4 2 2 .2 2 8 .1 2 1 .1 1 6 .0 2  3 7 4

9 .4 6 2 .5 6 .3 1 5 .6 3 3   3 2

5 .9 9 .9 1 7 .8 2 9 .7 3 5 .6  1 0 1

性別〔％〕

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

男

　

　
　

性

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

女

　

　
　

性

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

無

　

回
　

答

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

53 .3 4 5 .1 2 2 3 1 3

4 6 .7 5 1 .2 2 1 3 1 0

6 7 .6 3 0 .8 2  4 4 2

4 8 .1 5 1 .9   5 4

5 0 .8 4 8 .1  3 7 4

7 5 .0 2 5 .0   3 2

8 0 .2 1 9 .8  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 
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●障害者手帳の障害程度等級・障害者手帳の所持状況（問：あなた（ご本人）の身体障害者手帳の障害

程度等級は何級ですか？または（ご本人）は障害者手帳をお持ちですか？） 

A 身体障害者手帳所持者では「１級（30.5％）と「４級（22.1％）」が多くみられます。Ｂ

愛の手帳所持者では「４度」が 47.1％と半数近くを占めています。Ｄ精神障害者保健福祉

手帳所持者では「２級」が 55.9％と半数を超えています。また、Ｅ発達障害のある人のう

ち障害者手帳の所持率は 18.8％、Ｆ高次脳機能障害のある人では 88.1％が所持しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●本人の収入の種類（問：平成21年中のあなた（ご本人）の収入の種類についてお答えください。） 

「年金・恩給」が 52.1％と多く回答されており、「賃金・給料」は 23.0％、「収入なし」が

16.6％回答されています。 

「年金・恩給」は全ての障害種類別で最も多く回答されており、ついで、B 愛の手帳所持者

では「収入なし」と「作業所等の工賃」が、C 重度の身体障害と重度の知的障害を重複して

いる人では「手当」が、D 精神障害者保健福祉手帳所持者では「生活保護費」が、F 高次脳

機能障害のある人では「作業所等の工賃」が多く回答されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答

1310 400 222 218 289 73 63 45
100.0 30.5 16.9 16.6 22.1 5.6 4.8 3.4

Ａ　身体障害者手帳の等級〔％〕

全　体 １度 ２度 ３度 ４度 無回答

442 4 104 110 208 16
100.0 0.9 23.5 24.9 47.1 3.6

Ｂ　愛の手帳の度数〔％〕

全　体

身体障害

者手帳を

持ってい

る

愛の手帳

を持って

いる

精神障害

者保健福

祉手帳を

持ってい

る

何も持っ

ていない
無回答

32 - 2 4 25 1
100.0 - 6.3 12.5 78.1 3.1

Ｅ　障害者手帳の有無〔％・複数回答〕

全　体

身体障害

者手帳を

持ってい

る

愛の手帳

を持って

いる

精神障害

者保健福

祉手帳を

持ってい

る

何も持っ

ていない
無回答

101 67 4 23 12 -
100.0 66.3 4.0 22.8 11.9 -

Ｆ　障害者手帳の有無〔％・複数回答〕

全　体 １級 ２級 ３級 無回答

374 35 209 116 14
100.0 9.4 55.9 31.0 3.7

Ｄ　精神障害者保健福祉手帳の等級〔％〕

本人収入の種類〔％・複数回答〕

件数=22 8 1

　　　　　　　　　　

賃金・給料　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

事業所得　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

家賃・地代　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

年金・恩給　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

生活保護費　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

手　　　当　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

作業所等の工賃　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

収入なし　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

2 3.0
2 5.7

2 3.3
1.9

1 7.4
1 7.8

2.5
4.0

0.7

0.3
1.0

5.7
8.5

1.4

2.4
4.0

5 2.1
5 7.1

4 4.1
6 8.5

4 3.3
4 5.5

8.6
5.0

2.7
1.9

2 8.3
1 1.9

1 3.0
9.8

2 4.0
5 1.9

5.1
1 4.9

1 0.7
1.2

2 7.4
9.3

1 5.8
4 2.6

1 6.6
1 3.2

2 9.2
2 2.2

1 4.7
8.9

4.7
3.9
3.4

9.4
6.9

1.7
1.9
2.9

0.3

凡例

全体

Ａ身体障害者手帳所持者

Ｂ愛の手帳所持者

Ｃ身体障害者手帳・愛の手帳所持者

Ｄ精神障害者保健福祉手帳所持者

Ｆ高次脳機能障害のある人

Ｅ発達障害のある人の調査にはこの設問を設定

していない。 

Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人
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●本人の収入額（問：あなた（ご本人）の平成21年中の収入額（上記のうち生活保護費のみ除く）はいくらですか？） 

「収入なし」が 23.4％、「50～100 万円未満」と「100～200 万円未満」がそれぞれ 20％

弱で続いています。 

「収入なし」、「50 万円未満」、「50～100 万円未満」の合計は、D 精神障害者保健福祉手

帳所持者で 71.6%、B 愛の手帳所持者で 65.5%、C 重度の身体障害と重度の知的障害を重

複している人で 61.2%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【3】 住まい・世帯の状況 

●現在の住まい（問：あなた（ご本人）の現在のお住まいの状況を選んでください。） 

「持ち家（戸建て）」が 47.7％と半数近くで、「民間賃貸住宅（24.1％）」「持ち家（マンシ

ョンなど）（13.3％）」が続いています。 

Ｄ精神障害者保健福祉手帳所持者とＥ発達障害のある人で、「民間賃貸住宅」が多く回答され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人の収入額〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

収

入

な

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

０

万

円

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

０

～
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

０

０

万

円

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

０

０

～
　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

０

０

万

円

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

０

０

～
　

　

　

　

　

　

　

　

　

３

０

０

万

円

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３

０

０

～
　

　

　

　

　

　

　

　

　

４

０

０

万

円

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４

０

０

～
　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

０

０

万

円

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

０

０

～
　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

５

０

万

円

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

５

０

～
１

千

万

円

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

千

万

円

以

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

23 .4 1 0 .0 1 7 .8 1 9 .1 9 .7 5 .4 3 3 1 5 .8 2 2 8 1

1 8 .9 6 .6 1 5 .3 1 8 .5 1 2 .8 8 .3 5 .0 4 2 2 5 .6 1 3 1 0

3 2 .4 1 4 .5 1 8 .6 2 4 .0 4 5 .2  4 4 2

2 7 .8 5 .6 2 7 .8 2 5 .9 1 1 .1 2   5 4

3 1 .0 1 4 .4 2 6 .2 1 2 .8 5 .3 2 7 .0  3 7 4

1 1 .9 2 0 .8 1 1 .9 2 5 .7 1 0 .9 3 4 2 2 7 .9  1 0 1

現在の住まい〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

持

ち

家

（
戸

建

て

）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

持

ち

家

　

　

　

　

　

　

　

　

（
マ

ン

シ

ョ

ン

な

ど

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

公

営

賃

貸

住

宅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

民

間

賃

貸

住

宅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

グ

ル

ー
プ

ホ

ー
ム

・

　

　

　

　

　

　

　

ケ

ア

ホ

ー
ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

　

の

　

他

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

47 .7 1 3 .3 5 .8 2 4 .1 2 5 .7 2 2 3 1 3

5 1 .3 1 3 .4 6 .0 2 1 .5 5 .5 2 1 3 1 0

4 8 .9 1 6 .1 4 .5 1 4 .9 7 .0 7 .2  4 4 2

4 8 .1 1 6 .7 7 .4 1 8 .5 2 7 .4   5 4

3 4 .8 1 0 .2 5 .1 4 2 .0 5 .3  3 7 4

5 0 .0 4 3 .8 6 .3   3 2

4 2 .6 1 2 .9 1 0 .9 2 8 .7 2 3  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 
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●同居家族（問：現在、あなた（ご本人）と一緒に暮らしている人はどなたですか？） 

全体では「母親」の 36.6％、「配偶者」の 31.9％が多くみられます。回答者の年齢等によ

り同居家族の回答は異なります。 

障害種類別では、B 愛の手帳所持者、Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人、

E 発達障害のある人で、「母親」と「父親」の割合が特に高く、A 身体障害者手帳所持者と F

高次脳機能障害のある人で「配偶者」の割合が高くなっています。D 精神障害者保健福祉手

帳所持者では「ひとりで暮らしている」が多く回答されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族〔％・複数回答〕

件数=23 1 3

　　　　　　　　　　

配　偶　者　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子　ど　も　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

父　　　親　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

母　　　親　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

きょうだい　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

祖　　　父　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

祖　　　母　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

ひとりで暮らしている

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

3 1.9
4 7.2

2.5
1.9

1 6.8

4 3.6

1 9.4
2 8.9

1.4

9.6

2 7.7

2 8.5
1 4.7

6 7.0
7 7.8

2 4.6
7 1.9

1 3.9

3 6.6
2 0.1

7 7.8
9 0.7

3 5.8
8 4.4

2 8.7

1 9.7
9.9

4 7.7
5 5.6

1 4.4
5 0.0

1 4.9

1.3
1.1
2.0
1.9
0.8
3.1

3.2
2.0

8.1

1.9
9.4

1.0

5.1
4.4

7.9
5.6
5.1

1 2.5
1.0

1 9.4
2 0.5

5.0

3 6.1
6.3

2 0.8

1.6
1.8
1.4

1.6

3.0

凡例

全体

Ａ身体障害者手帳所持者

Ｂ愛の手帳所持者

Ｃ身体障害者手帳・愛の手帳所持者

Ｄ精神障害者保健福祉手帳所持者

Ｅ発達障害のある人

Ｆ高次脳機能障害のある人

Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人
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●主な介護者（問：あなた（ご本人）を主に介護している方（同居、別居に係らず）はどなたですか？） 

全体では、「介護を必要としない」が 33.8％で多いものの、約 60％が介護者について回答

しています。主な介護者として、「母親」が 21.9％、「配偶者」が 19.6％と多く回答されて

います。障害種類別では、B 愛の手帳所持者とＣ重度の身体障害と重度の知的障害を重複し

ている人で「母親」の割合が特に高く、A 身体障害者手帳所持者と F 高次脳機能障害のある

人では「配偶者」が、D 精神障害者保健福祉手帳所持者と E 発達障害のある人では「介護を

必要としない」が多く回答されています。 

●介護者の年齢（問：あなた（ご本人）を主に介護している方（同居、別居に係らず）の年齢をお答えください。） 

介護者のいる回答者（全体の 61.4％）の介護者の年齢は、「60～74 歳」が 35.5%、「75

歳以上」が 14.1%で、合わせると 60 歳以上が 49.6%になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

配

　

偶

　

者

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

子

　

ど

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

父

　

　

　

親

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

母

　

　

　

親

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

ょ

う

だ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

祖

　

　

　

父

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

祖

　

　

　

母

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

　

の

　

他

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

介

護

を

必

要

と

し

な

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

19 .6 6 .1 5 .8 2 1 .9 3 5 .8 3 3 .8 4 2 3 1 3

2 7 .9 1 0 .2 3 9 .1 2 5 .7 3 8 .3 4 .6 1 3 1 0

1 3 .1 5 5 .2 5 .7 5 .2 1 6 .1 3  4 4 2

4 1 1 .1 8 3 .3 2   5 4

1 1 .8 7 .2 1 7 .9 4 7 .5 4 6 .3 4  3 7 4

1 5 .6 4 0 .6 4 0 .6 3   3 2

3 6 .6 4 4 1 8 .8 5 .0 6 .9 2 2 .8 2  1 0 1

介護者の年齢〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４

０

歳

未

満

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４

０

～
５

９
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６

０

～
７

４

歳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

５

歳

以

上

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

9.6 3 5 .9 3 5 .5 1 4 .1 4 .9 1 4 2 0

1 0 .0 3 0 .9 3 6 .4 1 8 .3 4 .4  7 4 8

1 1 .2 4 9 .3 3 1 .1 5 .9 3  3 5 7

4 5 5 .6 3 5 .2 4 2   5 4

8 .1 2 6 .5 3 8 .4 1 7 .8 9 .2  1 8 5

6 .6 3 1 .6 4 0 .8 9 .2 1 1 .8   7 6

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 
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●将来暮らしたい場所（問：あなた（ご本人）は将来どこで暮らしたいと思っていますか？）  

「現在の住まいのまま」が 53.7％と最も多く、「わからない」が 18.9％で続いています。 

Ａ身体障害者手帳所持者とＦ高次脳機能障害のある人で、「現在の住まいのまま」がそれぞれ

60％強と多く、Ｂ愛の手帳所持者とＣ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で

は「グループホーム・ケアホーム」の回答が 20%強あります。また、「施設に入所して生活

する」はＣ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で 24.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【4】 健康・医療について 

●通院の頻度（問：あなた（ご本人）は、主な障害の主治医に定期的に通院していますか？） 

全体では「１ヶ月に１回」が 29.8％、「２～３ヶ月に１回」が 18.2％と多く、「受診してい

ない」は 14.0％ですが、回答者の３分の２は、２～３ヶ月に１回以上通院しています。 

障害種類別では、E 発達障害のある人で「受診していない」が 46.9％と多くなっています

が、それ以外は定期的に通院している回答が多く、D 精神障害者保健福祉手帳所持者では「２

週間に１回」が 40.6％と通院頻度が高いことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通院の頻度〔％〕

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

意
見

書

な
ど

が

　

　
　

　

　
　

　

必
要

な

と

き
の
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１
週

間

に
２
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週
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２
週
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１
ヶ

月

に
１

回

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

２

～
３

ヶ
月

に

１

回
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

年
に

１

～
２

回

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

受
診

し

て
い

な

い

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

無
　

回

　
答

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

4.5 5 .5 3 1 1 .3 2 9 .8 1 8 .2 1 1 .5 1 4 .0 2 2 3 1 3

4 8 .8 3 5 .4 2 7 .9 2 1 .1 1 3 .4 1 4 .4 2 1 3 1 0

1 0 .2 3 2 1 .5 1 8 .8 1 7 .2 2 5 .6  4 4 2

4 2 1 1 .1 3 8 .9 3 5 .2 7 .4 2   5 4

7 .8 4 0 .6 4 3 .0 4  3 7 4

3 3 1 2 .5 1 2 .5 1 2 .5 9 .4 4 6 .9   3 2

4 2 1 3 .9 4 3 .6 2 3 .8 5 .9 4 2  1 0 1

将来暮らしたい場所〔％〕

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

現

在

の
住

ま

い
の

ま

ま
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

親

な

ど
家

族

か
ら

　

　
　

　

　

　
独

立

し
た

住

ま
い

　

　

　
　

（
一
般

住

宅

）

親

な

ど
家

族

か
ら

　

　
　

　

　

　
独

立

し
た

住

ま
い

　

　

　
　

（
公
営

住

宅

）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

グ

ル

ー
プ

ホ

ー
ム

・

　
　

　

　

　
　

　

ケ
ア

ホ

ー
ム

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

施

設

に
入

所

し
て

　

　
　

　

　

　
　

　

　
生

活

す
る

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

わ

か

ら
な

い

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

そ

　

の
　

他

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

無

　

回
　

答

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　                    

                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

53 .7 5 .4 4 .3 6 .9 5 .0 1 8 .9 3 3 2 2 8 1

6 1 .4 5 .6 3 3 4 .7 1 5 .6 3 3 1 3 1 0

3 7 .1 2 3 2 1 .9 6 .3 2 6 .9 2  4 4 2

3 3 .3 2 0 .4 2 4 .1 1 8 .5 4   5 4

4 7 .6 9 .1 9 .1 3 3 2 1 .9 4 2  3 7 4

6 1 .4 7 .9 7 .9 1 6 .8 3 2  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 
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●かかりつけ医療機関（問：あなた（ご本人）は、区内などのお近くに日常的なかかりつけ医療機関がありますか？ ） 

72.2％がかかりつけの医療機関が「ある」と回答しており、「ない」は 25.7％です。「ない」

はＣ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で 38.9％、Ｄ精神障害者保健福祉

手帳所持者で 30.2％とやや高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●健診等の受診状況（問：あなた（ご本人）は、定期的に健康診断や歯科健診を受けていますか？） 

全体では「基本健診を受けている」が 71.9％と特に高く、「歯科健診を受けている」が

40.0％となっています。「いずれも受けていない」は 15.4％となっています。 

障害種類別では、「歯科健診」の受診率はＣ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している

人で 79.6％、B 愛の手帳所持者で 61.1％と特に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康診断・歯科健診の受診状況〔％・複数回答〕

件数=23 1 3

　　　　　　　　　　

基本健診を受けている

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

がん検診を受けている

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

歯科健診を受けている

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

いずれも受けていない

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

7 1.9
7 8.5

6 2.2
6 3.0

6 1.0
7 1.9
7 4.3

1 1.5
1 4.1

3.6
5.6

1 3.9

8.9

4 0.0
3 5.2

6 1.1
7 9.6

3 2.6

2 8.7

1 5.4
1 2.4
1 3.8

9.3
2 6.7

2 5.0
1 9.8

1.9
2.5

0.9

1.1
3.1

1.0

凡例

全体

Ａ身体障害者手帳所持者

Ｂ愛の手帳所持者

Ｃ身体障害者手帳・愛の手帳所持者

Ｄ精神障害者保健福祉手帳所持者

Ｅ発達障害のある人

Ｆ高次脳機能障害のある人

かかりつけ医療機関の有無〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

　

　

　

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

　

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

72 .2 2 5 .7 2 2 3 1 3

7 2 .7 2 4 .7 3 1 3 1 0

7 4 .7 2 3 .5 2  4 4 2

6 1 .1 3 8 .9   5 4

6 8 .2 3 0 .2 2  3 7 4

7 1 .9 2 8 .1   3 2

7 5 .2 2 3 .8  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人
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【5】 杉並区の障害者へのサービスについて 

●サービスの利用状況（問：①～⑤のサービスを利用していますか？） 

５つのサービスで最も利用率が高いのは、⑤通所系サービスの 17.8％で、①居宅介護サー

ビスと②外出介護サービスが 11％台となっています。 

①居宅介護サービスの利用率は 11.9％です。障害種類別ではＣ重度の身体障害と重度の知

的障害を重複している人で 33.3％と利用率が高くなっています。 

②外出介護サービス利用率は 11.3％です。障害種類別ではＣ重度の身体障害と重度の知的

障害を重複している人と B 愛の手帳所持者の利用率が 30％を超えています。 

③少人数での居住サービスは、「利用していない」が 81.1％となっています。「利用してい

る」は B 愛の手帳所持者で 8.4％となっています。 

④ショートステイサービスの利用率は 7.8％です。障害種類別ではＣ重度の身体障害と重度

の知的障害を重複している人の利用率が 57.4％と特に高くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者サービスの利用状況　④ショートステイサービス〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

利
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利
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て

い

な

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

7.8 7 6 .5 1 5 .7 2 2 8 1

4 7 8 .6 1 7 .8 1 3 1 0

2 1 .3 6 6 .7 1 2 .0  4 4 2

5 7 .4 3 7 .0 5 .6   5 4

8 5 .3 1 3 .9  3 7 4

3 8 1 .2 1 5 .8  1 0 1

 障害者サービスの利用状況　②外出介護サービス〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

11 .3 7 4 .9 1 3 .8 2 2 8 1

6 .6 7 7 .5 1 5 .9 1 3 1 0

3 1 .0 6 0 .4 8 .6  4 4 2

3 5 .2 5 7 .4 7 .4   5 4

2 8 5 .0 1 3 .1  3 7 4

7 .9 7 6 .2 1 5 .8  1 0 1

 障害者サービスの利用状況　①居宅介護サービス〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

11 .9 7 6 .5 1 1 .6 2 2 8 1

1 4 .0 7 4 .8 1 1 .1 1 3 1 0

4 8 1 .2 1 4 .9  4 4 2

3 3 .3 5 7 .4 9 .3   5 4

7 .2 8 2 .9 9 .9  3 7 4

2 4 .8 6 4 .4 1 0 .9  1 0 1

 障害者サービスの利用状況　③少人数での居住サービス〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

2 81 .1 1 6 .4 2 2 8 1

8 0 .9 1 8 .5 1 3 1 0

8 .4 7 8 .7 1 2 .9  4 4 2

2 7 5 .9 2 2 .2   5 4

2 8 5 .0 1 2 .8  3 7 4

8 3 .2 1 5 .8  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の
知的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の
知的障害を重複している人 
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 障害者サービスの利用状況　⑤通所系サービス〔％〕
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答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

17 .8 6 9 .0 1 3 .2 2 2 8 1

6 .3 7 6 .8 1 6 .9 1 3 1 0

3 3 .5 5 8 .6 7 .9  4 4 2

5 3 .7 3 8 .9 7 .4   5 4

2 2 .5 6 7 .9 9 .6  3 7 4

6 3 .4 3 2 .7 4  1 0 1

⑤通所系サービスの利用率は

17.8％で、５つのサービスで最

も利用率が高くなっています。

障害種類別では F 高次脳機能障

害のある人の利用率が 63.4％

と高く、ついでＣ重度の身体障

害と重度の知的障害を重複して

いる人が 53.7％、B 愛の手帳

所持者が 33.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

●サービスの利用意向（問：①～⑤のサービスを（今後または引き続き）利用したいと思いますか。） 

利用状況に比べ、全体的に利用意向は高まっています。なかでも、②外出介護サービスと⑤

通所系サービスは「利用したい」が 25％を超え、①居宅サービスが 23.1％と、利用率と同

様に高くなっています。 

①居宅介護サービスは「利用したい」が 23.1％、で「利用する予定はない」と「わからな

い」がそれぞれ 30％前後回答されています。障害種類別ではＣ重度の身体障害と重度の知

的障害を重複している人では「利用したい」が 64.8％と高くなっています。 

②外出介護サービス：「利用したい」は 25.8％で、「利用する予定はない」と「わからない」

がそれぞれ 30％前後回答されています。障害種類別では「利用したい」はＣ重度の身体障

害と重度の知的障害を重複している人で 64.8％、B 愛の手帳所持者で 49.3％と高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者サービスの利用意向　②外出介護サービス〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

25.8 3 3 .7 2 5 .8 1 4 .8 2 2 8 1

2 1 .2 3 2 .9 2 8 .5 1 7 .3 1 3 1 0

4 9 .3 2 0 .6 2 0 .4 9 .7  4 4 2

6 4 .8 1 4 .8 1 6 .7 4   5 4

9 .4 5 0 .8 2 5 .4 1 4 .4  3 7 4

2 1 .8 4 7 .5 1 9 .8 1 0 .9  1 0 1

 障害者サービスの利用意向　①居宅介護サービス〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

23 .1 3 4 .7 2 9 .3 1 2 .8 2 2 8 1

2 5 .8 3 2 .0 3 0 .2 1 2 .1 1 3 1 0

1 7 .0 3 2 .1 3 3 .0 1 7 .9  4 4 2

6 4 .8 1 6 .7 1 4 .8 4   5 4

1 3 .6 4 8 .4 2 6 .2 1 1 .8  3 7 4

2 8 .7 3 9 .6 2 1 .8 9 .9  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の
知的障害を重複している人

Ｃ重度の身体障害と重度の
知的障害を重複している人 
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③居住サービス：「利用したい」は 13.2％、「利用する予定はない」が 38.9％、「わからな

い」が 30.0％回答されています。障害種類別ではＣ重度の身体障害と重度の知的障害を重

複している人と B 愛の手帳所持者で「利用したい」が 30％強と高くなっています。 

④ショートステイサービス：「利用したい」は 19.7％となっており、「利用する予定はない」

が 36.0％、「わからない」が 27.6％回答されています。障害種類別では「利用したい」割

合がＣ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で 74.1％と特に高く、B 愛の手

帳所持者で 41.6％となっています。 

⑤通所系サービス：「利用したい」は 26.7％となっており、「利用する予定はない」が 31.4％、

「わからない」が 27.1％回答されています。障害種類別では「利用したい」はＣ重度の身

体障害と重度の知的障害を重複している人で 70.4％と特に高く、F 高次脳機能障害のある

人で 58.4％、B 愛の手帳所持者で 49.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者サービスの利用意向　④ショートステイサービス〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

19 .7 3 6 .0 2 7 .6 1 6 .6 2 2 8 1

1 3 .7 3 7 .2 3 0 .2 1 8 .9 1 3 1 0

4 1 .6 2 0 .6 2 4 .4 1 3 .3  4 4 2

7 4 .1 9 .3 1 3 .0 4   5 4

8 .6 5 0 .5 2 5 .7 1 5 .2  3 7 4

1 3 .9 4 9 .5 2 2 .8 1 3 .9  1 0 1

 障害者サービスの利用意向　③居住サービス〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

13 .2 3 8 .9 3 0 .0 1 7 .8 2 2 8 1

6 .9 4 1 .1 3 0 .9 2 1 .1 1 3 1 0

3 3 .5 2 1 .9 3 1 .7 1 2 .9  4 4 2

3 5 .2 2 4 .1 2 7 .8 1 3 .0   5 4

9 .4 5 1 .1 2 5 .7 1 3 .9  3 7 4

8 .9 4 8 .5 2 7 .7 1 4 .9  1 0 1

 障害者サービスの利用意向　⑤通所系サービス〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

26 .7 3 1 .4 2 7 .1 1 4 .7 2 2 8 1

1 4 .2 3 6 .4 3 0 .4 1 9 .0 1 3 1 0

4 9 .8 1 8 .6 2 3 .8 7 .9  4 4 2

7 0 .4 5 .6 1 6 .7 7 .4   5 4

2 8 .3 3 6 .1 2 4 .3 1 1 .2  3 7 4

5 8 .4 1 9 .8 1 5 .8 5 .9  1 0 1

Ｅ発達障害のある人の調査には、利用状況・利

用意向の設問を設定していない。 

Ｃ重度の身体障害と重度の
知的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の
知的障害を重複している人 
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【6】相談機関 

●相談する機関（問 あなた（ご本人またはご家族）が、ご本人のことで困ったときに相談する機関はどこですか？） 

「特にない」「無回答」を除くと、85.7％が相談機関について回答しています。全体では、

「福祉事務所」が 51.0％と最も多く、「医療機関や療育機関（31.6％）と「区役所（30.6％）

が同程度で続いています。 
 

 全   体 
Ａ身体障害

者手帳 
所持者 

Ｂ愛の手帳
所持者 

Ｃ重度の身体
障害と重度の
知的障害を重
複している人

Ｄ精神障害
者保健福祉
手帳所持者

Ｅ発達障害
のある人 

Ｆ高次脳機
能障害の 

ある人 

１ 
位 

福祉事務所 
51.0％ 

福祉事務所 
53.1％ 

福祉事務所
59.0％ 

福祉事務所
68.5％ 

保 健 セ ン タ
ー44.7％ 

その他 
53.1％ 

障害者相談
支援事業所
56.4％ 

２ 
位 

医療機関や
療育機関 
31.6％ 

区役所 
38.5％ 

通所施設や
作業所 
31.9％ 

医療機関や
療育機関 
61.1％ 

医療機関や
療育機関 
40.4％ 

医療機関や
療育機関 
31.3％ 

福祉事務所
40.6％ 

３ 
位 

区役所 
30.6％ 

医療機関や
療育機関 
30.1％ 

医療機関や
療育機関 
29.9％ 

通所施設や
作業所 
48.1％ 

福祉事務所
38.2％ 

通所施設や
作業所 
37.6％ 

４ 
位 

通所施設や
作業所 
14.7％ 

 区役所 
24.4％ 

区役所 
29.6％ 

通所施設や
作業所 
21.1％ 

区 役 所 、障
害者相談支
援事業所 
同率 15.6％ 区役所 

14.9％ 

５ 
位 

保 健 セ ン タ
ー13.5％ 

 障害者相談
支援事業所
20.4％ 

 区役所 
16.0％ 

 医療機関や
療育機関 
11.1％ 

上位 5 位の回答を抜粋 

 

【7】 地域のたすけあいネットワーク・成年後見制度について 

●地域のたすけあいネットワークへの登録（問：あなた（ご本人）は「地域のたすけあいネットワーク」に登

録していますか？） 

「知らなかった」が 50.7％と半数を占め、「登録していない」が 29.8％で、「登録している」

は 15.9％となっています。 

障害種類別では、Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で「登録している」

が 46.3％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域のたすけあいネットワークの登録〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

15 .9 2 9 .8 5 0 .7 4 2 2 8 1

1 5 .1 2 9 .5 5 0 .7 4 .7 1 3 1 0

1 9 .9 2 7 .6 4 9 .3 3  4 4 2

4 6 .3 3 1 .5 2 0 .4 2   5 4

1 0 .7 3 2 .9 5 5 .1  3 7 4

1 1 .9 3 0 .7 5 6 .4  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 
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●成年後見制度の利用（問：あなた（ご本人）の「成年後見制度」の利用についてのお考えをお聞かせください。） 

「わからない」が 34.0％で最も多く、「利用を考えていない」と「知らなかった」が 25％

前後で続いています。「利用を考えている」は 12.8％となっています。 

Ｂ愛の手帳者所持者とＣ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で、「利用を考

えている」が 20～30％台とやや高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【8】 通学等の状況について（18 歳未満の回答者） 

●就学前児童の過ごし方（問：現在、あなた（ご本人）が主に日中を過ごしているところはどちらですか？） 

通園・訓練施設（子ども発達センター、療育センターなど）が最も多く、その他では、「保育

園」「ほとんど自宅にいる」「幼稚園（子供園含む）などの回答がみられます。 
 

59 件 
通園・
訓練施

設 

視覚障害者

特別支援学

校幼稚部 

聴覚障害者

特別支援学

校幼稚部 

保育園
幼稚園
（子供園
含む） 

児童館 病 院
そ 
の 
他 

ほとん
ど自宅
にいる

無 
回 
答 

全 体 42.4％ 1.7％ 6.8％ 22.0％ 10.2％ 1.7％ 6.1％ 6.1％ 11.9％ 8.5％
 

●就学児童・生徒の通学先（問：現在、あなた（ご本人）の在籍している学校はどちらですか？） 

「特別支援学校高等部（訪問学級含む）｣が 21.0％とやや多く、「小学校（特別支援学級）」

「小学校（通常学級、特別支援学級等への通級を含む）」「中学校（通常学級、特別支援学級

等への通級を含む）」がそれぞれ 15％前後となっています。 
 

156
件 

小学校（通

常学級、特

別支援学級

等への通級

を含む） 

小 学 校

（特別支

援学級） 

特別支援

学校小学

部（院内・

訪問学級

を含む） 

聴覚障害

特別支援

学校（ろう

学校）小学

部 

中学校（通

常学級、特

別支援学級

等への通級

を含む） 

中 学 校

（特別支

援学級）

聴覚障害

特別支援

学校（ろう

学校）中学

部 

特別支援

学校中学

部（院内・

訪問学級

を含む） 

高

等

学

校 

特別支援

学校高等

部（ 訪問

学 級 含

む） 

そ

の

他

無

回

答

全体 15.1 16.1 9.1 0.5 14.0 9.1 1.1 5.9 4.8 21.0 2.2 1.1

（回答のあったもののみ表示・％） 

成年後見制度の利用〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

12.8 2 5 .0 3 4 .0 2 3 .6 4 2 3 1 3

7 .9 2 9 .9 3 2 .1 2 5 .0 4 .7 1 3 1 0

3 0 .5 1 6 .1 2 3 7 .8 1 1 .3 2  4 4 2

2 0 .4 2 4 .1 4 3 8 .9 1 1 .1 2   5 4

7 .2 1 9 .8 2 3 6 .6 3 2 .9 2  3 7 4

1 8 .8 2 1 .9 3 7 .5 1 5 .6 6 .3   3 2

1 1 .9 2 0 .8 2 9 .7 3 4 .7 3  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 
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【9】就労について（18 歳以上の回答者） 

●就労状況（問：あなた（ご本人）は、現在、収入のある仕事（作業所などを含む）をしていますか？） 

39.7％が「仕事をしている」と回答しており、「仕事をしていない」は 52.9％です。 

障害種類別では、B 愛の手帳所持者の就業率が 71.5％、F 高次脳機能障害のある人の就業

率が 62.4％と高く、Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人の就業率が

16.7％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●就労形態（問：あなた（ご本人）の現在の就労の場は次のどれですか？） 

就労形態は、「作業所、授産施設での仕事」が 33.9％、「勤め（常勤）」が 33.7％で多く回

答されており、働いている割合（「勤め（常勤）」「勤め（パート、アルバイト）週 20 時間以

上」「勤め（パート、アルバイト）週 20 時間未満」「自営」「勤めと作業所を両方使っている」

の計）は 63.4％となります。 

就業率の高い B 愛の手帳所持者と F 高次脳機能障害は、「作業所、授産施設での仕事」が多

くを占めています。「勤め(常勤)」は A 身体障害者手帳所持者で 54.5％と高くなっています。 

『勤め』の勤務先は、「杉並区外」が 67.8％と多く、「杉並区内」は 30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労状況〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

39 .7 5 2 .9 7 .4 2 0 6 6

3 2 .1 5 7 .3 1 0 .6 1 2 2 6

7 1 .5 2 5 .3 3  3 1 6

1 6 .7 7 6 .2 7 .1   4 2

3 4 .7 6 3 .4 2  3 7 2

3 3 .3 4 4 .4 2 2 .2    9

6 2 .4 3 7 .6  1 0 1

就労形態〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

33.7 1 1 .4 6 .2 1 1 .0 3 3 .9 2 8 2 1

5 4 .5 9 .2 6 .9 2 0 .9 4 .3 3 3 9 3

1 8 .6 1 5 .9 4 6 0 .2 2 2 6

1 0 0 .0   7

1 1 .6 1 3 .2 1 0 .1 5 .4 4 5 3 .5 2 1 2 9

3 3 .3 6 6 .7   3

9 .5 6 .3 4 .8 2 7 4 .6 3  6 3

Ｃ重度の身体障害と重度の
知的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の
知的障害を重複している人 

勤 

め 

（
常
勤
） 

勤
め
（パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
）

勤
め
（パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
）
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●勤め先に対する満足度（問：あなた（ご本人）は、今の勤め先での仕事についてどう思いますか？） 

「満足している」が 43.6％、「まあ満足している」が 34.9％で、満足度（「満足している」

と「まあ満足している」の計）は 78.5％に上ります。「あまり満足していない」が 9.6％回

答されています。 

障害種類別では、B 愛の手帳所持者で「満足している」が 59.6％と高い一方で、D 精神障

害者保健福祉手帳所持者で「満足していない」が 19.3％回答されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●就労生活の継続に重要なこと（問：あなた（ご本人）は、今後、就労生活を続けるにあたりもっとも

重要なことは何だと思いますか？） 

「仕事の定着支援や職場調整などの就労支援機関による支援」が 37.8％と多く、「いつでも

相談できる人や場所」が 25.3％で続いています。 

障害種類別では、B 愛の手帳所持者と D 精神障害者保健福祉手帳所持者で、「仕事の定着支

援や職場調整などの就労支援機関による支援」が 40％を超えており、F 高次脳機能障害の

ある人では「いつでも相談できる人や場所」がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 勤め先の満足感〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

43 .6 3 4 .9 9 .6 7 .7 3 5 2 1

4 1 .9 3 7 .8 9 .7 7 .2 3 3 6 0

5 9 .6 2 8 .1 5 .6 3 2  8 9

3 1 .6 2 9 .8 1 2 .3 1 9 .3 5 .3 2  5 7

1 0 0 .0   1

3 5 .7 2 8 .6 1 4 .3 7 .1 1 4 .3  1 4

 就労生活の継続に重要なこと〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

37 .8 1 0 .7 2 5 .3 1 6 .7 9 .4 5 2 1

3 5 .0 1 0 .0 2 3 .1 2 0 .6 1 1 .4 3 6 0

4 7 .2 1 3 .5 3 0 .3 3 5 .6  8 9

4 3 .9 1 0 .5 2 8 .1 1 5 .8 2  5 7

1 0 0 .0   1

2 8 .6 1 4 .3 3 5 .7 7 .1 1 4 .3  1 4

Ｃ重度の身体障
害と重度の知的
障害を重複して
いる人は回答者
なし。 

Ｃ重度の身体障
害と重度の知的
障害を重複して
いる人は回答者
なし。 
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●通所施設利用者の状況（問：施設はどこにありますか？あなた（ご本人）は、今の施設での仕事についてどう思

いますか？） 

通所先は 88.9％が「杉並区内」と大半を占めており、「杉並区外」は 8.0％です。 

通所施設に対する満足度は、「まあ満足している」が 43.2％と多く、「満足している」が

28.9％で満足度（「満足している」と「まあ満足している」の計）は 72.1％です。 

障害種類別では、B 愛の手帳所持者で「満足している」が 32.6％とやや多く、A 身体障害

者手帳所持者と D 精神障害者保健福祉手帳所持者で「満足していない」が多くみられます。 

通所施設に不満な人（「あまり満足していない」と「満足していない」の計 18.8％）の理由

は、「作業に見合った給料でない」が 51.9％と多く、「運営方針や作業内容が自分に適して

いない」が 33.3％回答されています。 

不満の理由は、Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で「通所時間や通所場

所、働く時間が適していない」、D 精神障害者保健福祉手帳所持者で「作業に見合った給料

でない」などがみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

不満の理由（回答者数＝54 件） 

1 位 作業に見合
った給料でない 

２位 運営方針や
作業内容が自分
に適していない 

３位 自分が望ん
でいる支援をしてく

れない 

４位 通所時間や通所場所、働く時間が
適していない／障害者同士で働くのが

いやである（同率） 

51.9％ 33.3％ 20.4％ 13.0％ 13.0％

上位５項目を抜粋 
 

通所施設の満足感〔％〕
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全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

28.9 4 3 .2 1 2 .2 6 .6 8 .7 2 8 7

2 2 .2 4 4 .4 2 2 .2 5 .6 5 .6  1 8

3 2 .6 4 3 .5 1 2 .3 3 8 .7 1 3 8

1 4 .3 4 2 .9 2 8 .6 1 4 .3   7

2 5 .7 4 0 .5 1 4 .9 1 3 .5 5 .4  7 4

5 0 .0 5 0 .0   2

2 9 .2 4 5 .8 1 0 .4 2 1 2 .5  4 8

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 
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●就労していない人の状況（問：日中、主にどこで過ごしていますか？） 

日中は「自宅にほとんどいる」が 70.8％と多くを占めています。 

障害種類別では、Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で「生活介護事業な

どの通所施設」が 71.9％と多く回答されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●未就労者の就労意向(問:あなた（ご本人）の今後の意向をお答えください。) 

「今の生活のままでよい」が 53.0％と最も多く回答されており、「仕事をしてみたい」が

22.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【未就労者】日中過ごす場所〔％〕
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校

や

訓

練
機

関

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

そ
　

の

　

他
　

　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

無
　

回

　

答
　

　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　                    

                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

70 .8 8 .0 3 1 0 .1 8 .2 1 0 9 3

7 5 .4 4 2 9 .1 9 .8  7 0 3

4 6 .3 2 3 .8 1 1 .3 1 0 .0 8 .8   8 0

2 1 .9 7 1 .9 6 .3   3 2

7 3 .7 5 .9 3 1 3 .1 4  2 3 6

7 5 .0 2 5 .0    4

6 0 .5 1 0 .5 5 .3 1 8 .4 5 .3   3 8

【未就労者】就労意向〔％〕

件数=10 9 3

　　　　　　　　　　

仕事をしてみたい　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

仕事をするための　　

　　訓練をしてみたい

　　　　　　　　　　

作業所や授産施設を　

　　　　　利用したい

　　　　　　　　　　

今の生活のままでよい

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

わからない　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

2 2.2
1 6.5

2 5.0
3.1

3 5.2
5 0.0

5 5.3

8.3
5.0

1 3.8
3.1

1 4.8
5 0.0

1 8.4

4.3
1.7

1 2.5
3.1

7.6
2 5.0

1 3.2

5 3.0
6 2.0

3 6.3
6 8.8

3 5.2

2 3.7

1 3.0
1 0.5

1 5.0
1 8.8
1 8.6

2 5.0
1 3.2

8.1
1 0.2

7.5
6.3

2.5

5.3

凡例

全体

Ａ身体障害者手帳所持者

Ｂ愛の手帳所持者

Ｃ身体障害者手帳・愛の手帳所持者

Ｄ精神障害者保健福祉手帳所持者

Ｅ発達障害のある人

Ｆ高次脳機能障害のある人

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 

Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人
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【10】 嫌な思いをしたり偏見をもたれたこと 

●障害により嫌な思いをしたり偏見をもたれたこと（問：あなた（ご本人）は、これまでに障害

があることを理由に嫌な思いをしたり偏見をもたれたりしたことがありますか？） 

「少しはある」が 35.7％、「大いにある」が 23.8％となっており、「嫌な思いをしたり偏見

をもたれたことがある（「大いにある」と「少しはある」の計）」は 59.5％に上ります。一

方、嫌な思いをしたり偏見をもたれたことはない（「あまりない」と「まったくない」の計）」

は 36.2％となっています。 

障害種類別では、A 身体障害者手帳所持者では「ある」は 50％弱と低いものの、B 愛の手

帳所持者、Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人、D 精神障害者保健福祉手

帳所持者、E 発達障害のある人では、「ある」が 70％を超えており、障害種類により異なっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【11】 区の施策で力を入れる必要があるもの 

●力を入れる必要があると思う障害者に関する施策（問：障害のある人に関する杉並区の施策の

うち、あなた（ご本人）がもっと力を入れる必要があると思うものを３つまであげてください。） 

全体では、「生活の安定のための年金・手当の充実」が 49.8％と最も多く、次に「障害のあ

る人に配慮した住宅や建物、交通機関の整備」が 26.2％、「障害のある方が利用できる福祉

施設の充実」が 25.3％、「障害に応じた職業訓練の充実や雇用の確保」が 25.1％、「障害の

ある人々への理解を深めるための啓発・広報活動」が 24.1%と、4 項目が僅差で続いてい

ます。 

障害種類別では、Ｃ重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人で「障害のある方が

利用できる福祉施設の充実」「保健医療サービスやリハビリテーションの充実」「ホームヘル

プ・ガイドヘルプなど在宅サ－ビスの充実」が多くみられます。E 発達障害のある人では、

「障害に応じた職業訓練の充実や雇用の確保」や「障害のある子どもへの支援体制や教育の

充実」が多く回答されています。 

嫌な思いや偏見の有無〔％〕

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

大

い

に

あ
る

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

少

し

は

あ
る

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

あ

ま

り

な
い

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

ま

っ

た

く
な

い

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

無

　

回

　
答

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　                    
                    
                    

全　　　体　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
Ａ身体障害者手帳所持
者                  
                    
Ｂ愛の手帳所持者    
                    
                    
Ｃ身体障害者手帳・愛
の手帳所持者        
                    
Ｄ精神障害者保健福祉
手帳所持者          
                    
Ｅ発達障害のある人  
                    
                    
Ｆ高次脳機能障害のあ
る人                
                    

件数

23.8 3 5 .7 2 3 .3 1 2 .9 4 .4 2 3 1 3

1 6 .9 3 2 .5 2 6 .9 1 8 .2 5 .4 1 3 1 0

3 3 .7 4 3 .0 1 3 .6 5 .0 4 .8  4 4 2

3 3 .3 4 6 .3 1 4 .8 4 2   5 4

3 4 .2 3 6 .1 2 0 .9 6 .7 2  3 7 4

3 7 .5 4 3 .8 1 5 .6 3   3 2

2 0 .8 3 4 .7 3 3 .7 9 .9  1 0 1

Ｃ重度の身体障害と重度の知
的障害を重複している人 
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●今後10年間の杉並区に望むことは何ですか？ 

記入率は高く、53.9％が記述しています。意見は多岐にわたり、障害種類により異なります。 
 

 
A 身体障害者
手帳所持者 

Ｂ愛の手帳
所持者 

Ｃ重度の身体障害
と重度の知的障害
を重複している人

Ｄ精神障害者 
保健福祉手帳

所持者 

Ｅ発達障害の
ある人 

Ｆ高次脳機能
障害のある人

１
位 

バリアフリー化
（道路・交通） 

親亡き後のこ
とが不安であ
る 

入所施設を増や
してサービスの
充実 

働きやすい環境
と雇用の場の拡
充 

気軽に外出で
きるよう、バリア
フリー化 

２ 
位 

交通費の助成
の拡充 

働ける場・住
むところの増
設 

親亡き後の入所
施設と在宅サー
ビスの充実 

精 神 障 害 に 対
する理解の啓発

発 達 障 害 に
対する正しい
知識と理解の
啓発／雇用の
充実と支援体
制の確立 

３ 
位 

職業訓練の充実
と雇用の確保 

グループホーム
の充実・整備 

通所施設の増設と
送迎費用の支援 

デイケアや住む所
等サービスの充実

３項目同数（少
数のため省略） 

支援策等の情
報提供／作業
所の仕事内容
の 充 実 、 種 類
の拡充 

上位３位の意見を抜粋 

 

 

 

 

力を入れる必要がある障害者施策〔％・複数回答〕

件数=23 1 3

障害者への　　　　　

理解を深めるための　

　　　　　啓発・広報

ホームヘルプ・　　　

ガイドヘルプなど　　
　在宅サービスの充実

　　　　　　　　　　

障害のある方が利用　

できる福祉施設の充実

　　　　　　　　　　

障害に応じた職業訓練

　の充実や雇用の確保

保健医療サービスや　

リハビリテーションの

　　　　　　　　充実

　　　　　　　　　　
生活の安定のための　

　　年金・手当の充実

　　　　　　　　　　

障害のある人に応じた

　　　情報提供の充実

障害者を支援する　　

ヘルパーなどの　　　

　　　　　育成・支援

障害のある人に　　　

配慮した住宅や建物、
　　　交通機関の整備

　　　　　　　　　　
障害のある子どもへの

支援体制や教育の充実

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

2 4.1
2 1.3

3 0.3
9.3

2 5.9
2 8.1

3 2.7

1 8.5
2 0.1
1 9.0

3 7.0
1 2.3

6.3
1 2.9

2 5.3
1 9.9

3 2.4
5 1.9

2 8.3
1 8.8

4 0.6

2 5.1
1 6.0

3 8.5
7.4

3 9.3
6 8.8

2 6.7

2 1.0
2 6.3

1 1.5
4 0.7

1 1.2
6.3

2 3.8

4 9.8
4 6.6

5 1.6
5 0.0

6 2.8
3 1.3

4 0.6

1 9.9
2 1.3

1 5.4
9.3

2 1.4
2 5.0

1 9.8

1 9.9
1 6.9

3 3.0
3 1.5

1 4.2
1 8.8

1 6.8

2 6.2
3 2.4

1 1.3
2 9.6

2 3.3
6.3

2 4.8

1 4.3
1 3.0

2 0.6
1 6.7

9.4
6 2.5

5.9

8.4
1 0.5

5.7
1.9

7.2
3.1
3.0

凡例

全体

Ａ身体障害者手帳所持者

Ｂ愛の手帳所持者

Ｃ身体障害者手帳・愛の手帳所持者

Ｄ精神障害者保健福祉手帳所持者

Ｅ発達障害のある人

Ｆ高次脳機能障害のある人

地域生活に関する調査報告書（概要版）平成 23 年３月 

発行・編集 ： 杉並区保健福祉部障害者施策課 

         東京都杉並区阿佐谷南１－１５－１ 
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障害のある人々への 

理解を深めるための 

   啓発・広報活動 Ｃ 重度の身体障害と重度の知的障害を重複している人



 

障害者計画・（第３期）障害福祉計画の改定について  

 

 

１ 計画根拠 

  ・障害者計画  障害者基本法第９条 

  ・障害福祉計画 障害者自立支援法第８８条 

 

２ 現計画 

(1)形態 子ども分野など保健福祉分野と調和を図り、保健福祉計画に一体となって包

含されている。 

 (2)期間 平成 21 年から平成 23 年までの３ヵ年とし、平成 25 年度の目標値を設定。 

       ※障害福祉計画は、省令（基本指針）により計画期間を規定しています。 

 

３ 関係法令等の動向 

(1) 障害者基本法に関して 

○改正法案を平成 23 年に国会へ提出  

○障害者基本計画の改定 

・（国の）障害者基本計画の改定（現計画期間：平成 15 年度～平成 24 年度） 

・障害者計画は、国の障害者基本計画及び都の障害者計画を基本とするとともに、各

自治体の基本構想に即したものでなければならないと法により規定しています。 

(2) 障害者自立支援法に関して 

○利用者負担や障害者の範囲などについて改正 

○入所施設や通所施設の経過措置が平成 23 年度末で終了 

○平成 25 年 8 月までに廃止し（仮）障害者総合福祉法を施行 

・基本指針において、計画期間や目標数値に関して定めることとともに、障害者計画

と同様に策定にあたっては各自治体の基本構想に即したものが必要であると規定し

ています。 

   ・（仮）障害者総合福祉法施行後には、新しい計画の策定を予定しています。 

 (3) その他 

○（仮）障害者差別禁止法を平成 25 年に国会へ提出 

○杉並区基本構想の改定（改定時期：平成 24 年 3 月） 

○杉並区保健福祉計画の改定 

・現計画は、計画期間を平成 21 年度から平成 25 年度までの５ヵ年とし、平成 23

年度に改定することとしていますが、基本構想や総合計画の改定に伴い平成 24

年度に改定を予定しています。 

資料５ 

平成 23 年３月 29 日



４ 障害者計画・障害福祉計画の改定時期 

  前記３の関係法令等の動向など、障害者施策に関しては流動的な時期にあります。 

  障害者計画・第３期障害福祉計画は、その土台となる関連法令等の動向を踏まえ、

新たな課題を盛り込むなどして改定することが望ましいと考えております。このため、

計画は、平成 24 年度初めに計画案の公表やパブリックコメントなどを経て、７月に計

画改定を予定しています。 

  平成 23 年度は、計画の進捗状況の把握・検証、障害者本人や事業者などからの意見

聴取や、本協議会に専門部会を設置するなど、計画策定に向けた準備を進める予定で

す。なお、計画の形態や期間などについても合わせて検討していくこととします。 

 

 

＜参考＞ スケジュール（予定） 

○

○ ○ ○   ○

国の動向 ・２５年に

  差別禁止法案を

　国会へ提出

☆

　杉並区

基本構想

総合計画

　課題整理 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

障害福祉計画

（障害者計画）

○

○ （計画期間などは未定）

保健福祉計画

平成２５年度

障
害
者
基
本

　
計
画
改
定

障
害
者
自
立

　
支
援
法
廃
止

平成２４年度

障
害
者
基
本

　
計
画
案
公
表

準
備
会
の
発
足

策
定
部
会
の
設
置

基
本
指
針
変
更

平成22年度 平成２３年度

旧
体
系
施
設
の

 
経
過
措
置
終
了

(仮)総合福祉法（平成25年8月までに施行）

都
へ
目
標
値
報
告

計
画
改
定

パ
ブ
コ
メ

計
画
素
案
公
表

・２３年に障害者基本法改正案を国会へ提出

議
決
・
改
定

専
門
部
会
の
設
置

公
表
・
改
定

計
画
素
案
公
表

改定に向けた検討など

パ
ブ
コ
メ

計
画
目
標
値

　
の
設
定

計
画
案
骨
子

　・事業進捗状況の把握と検証
　　（利用量、目標値）
　・障害者本人や事業者からの意見聴取
　・国の動向把握　　　　など
　　　　　　　　↓　　　↓
　　現計画や新たな課題を整理

 

注）流動的な内容が含まれていますので参考としてご覧ください。 

 



平成 23 年 3 月 29 日 ４階庁議室 

第 3 回障害者福祉推進協議会資料６ 
平成２１・２２年度 障害者福祉推進協議会の開催状況 

 
２１年度会議の経過 

 開催日 主な内容 

第１回 ７月 ２８日 ○ 障害者福祉推進協議会の役割と運営について 
○ 杉並区第 1 期障害福祉計画の進捗状況について 
○ 杉並区障害者計画・第２期障害福祉計画について 
○ 杉並区地域自立支援協議会報告 

第２回 １２月 ２２日 ○ 「杉並区障害者グループホーム・ケアホームの設置・運営

に関するガイドライン」報告 
○ 杉並区災害時要援護者対策について（震災訓練を通して）

○ 杉並区地域自立支援協議会報告 

第 3 回 ３月 １６日 ○ 杉並区障害者計画・第２期障害福祉計画進捗状況について

○ 平成 22 年度障害者福祉関連施策予算について 
○ 杉並区地域自立支援協議会報告 

 

２２年度会議の経過 

 開催日 主な内容 

第１回 ８月 ３０日 ○ 平成 22 年度障害者基礎調査概要案について 
○ 杉並区地域自立支援協議会報告 

第２回 １０月２１日 ○ 平成 22 年度障害者基礎調査内容について 
○ 杉並区障害者計画・第２期障害福祉計画進捗状況について

第 3 回 ３月 ２９日 ○ 平成 22 年度障害者基礎調査報告 
○ 杉並区障害者計画・障害福祉計画策定について 
○ 杉並区地域自立支援協議会報告 

 
 
取り組み内容について 

○ 19・20 年度杉並区障害者福祉推進協議会では、①計画部会、②災害時要援護者支援対策

部会、③精神保健福祉部会の各部会を設置し、それぞれ検討を行った。その結果、①障害

者計画・第 2 期障害福祉計画を策定、②杉並区防災対策推進協議会の物資提供・要援護者

支援分科会に検討内容を報告、③精神障害者に関する課題を整理し、自立支援協議会相談

支援部会および地域移行促進部会でテーマ別に検討を継続することとし、部会の設置は見

合わせることとなった。 
○ 21 年度は、災害時要援護者対策についての情報提供を行い、各委員から震災訓練の実際

や課題、要望などの意見交換をした。 
○ 22 年度は、障害者の「地域生活に関する調査」の実施に向けて、素案に対し協議会で検

討を重ねて、「住まい」「収入」「介護者の高齢化」などの新たな調査項目を追加し、障害

別に 5000 名を対象に調査を実施。集計、分析を行った。 

○ 本協議会においては、区からの一方通行の情報提供ではなく、双方向の意見交換を目指し

たが、法改正や区施策の動きなどがめまぐるしかったため、意見交換に十分な時間を費や

せなかった。  
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会 議 記 録（要旨） 

会 議 名 称 平成 22 年度 第 3回杉並区障害者福祉推進協議会 

日 時 平成 23 年 3 月 29 日（火） 午後 2時から 3時 30 分 

場 所 杉並区役所本庁舎庁議室 

委 員 

 

（敬称略） 

伊東・山田・笠原・斎藤・高橋（博）・丸山・山本・西山・鈴木・杉原・窪田・

松浦・佐藤・高橋（利）・間彦 

（欠席）助川・西川・小川・小林・小宮山・土屋・日高・木全 

幹 事 

遠藤保健福祉部長・和久井障害者施策課長・末久障害者生活支援課長・森山福

祉事務所高井戸事務所担当課長・河合保健予防課長・後藤児童青少年課長 

（欠席）井山保健福祉管理課長・和久井高齢者施策課長 

名 
 
 

 
 

簿 

事務局 
障害者施策課（井上・阿部・福原・本舘） 障害者生活支援課（平沢・鈴木）

保健予防課（櫻井） 

配布資料 

【配布資料】 

○ 資料１  障害者自立支援法の改正ポイント 

○ 資料２  平成 23 年度障害者福祉関連施策予算及び施策 

○ 資料３  杉並区地域自立支援協議会について 

○ 資料４  地域生活に関する調査報告書（概要版） 

○ 資料 5  障害者計画・（第３期）障害福祉計画の改定について 

○ 資料 6  平成 21・22 年度障害者福祉推進協議会開催状況 

○ 参考資料 就学前の障害児指導のあり方検討委員会報告書 

○ 追加資料 東北関東大震災に対する杉並区の対応について 

会議次第 

１ 保健福祉部長の開会挨拶  

２ 副会長挨拶 

３ 報告 

（１）東北関東大震災に対する杉並区の対応について（追加資料） 

（２）障害者福祉施策に関わる国等の動き（資料１） 

（３）平成 23 年度障害者福祉関連施策予算及び施策（資料２） 

（４）杉並区地域自立支援協議会報告（資料３） 

４ 議題 

（１） 平成２２年度杉並区障害者基礎調査結果について（資料４） 

（２） 障害者計画・（第３期）障害福祉計画の改定について（資料５）   

５ 平成 21・22 年度障害者福祉推進協議会の活動について（資料６） 

６ その他 

次期協議会委員の推薦について 

７ 閉会    

会議の要旨 １ 保健福祉部長の開会挨拶  

２ 副会長挨拶 

３ 報告 

（１）東北関東大震災に対する杉並区の対応について（追加資料） 

（２）障害者福祉施策に関わる国等の動き（資料１） 
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（３）平成 23 年度障害者福祉関連施策予算及び施策（資料２） 

（４）杉並区地域自立支援協議会報告（資料３） 

（５）質疑応答 

 特になし 

 

４ 議題 

（１）平成２２年度杉並区障害者基礎調査結果について（資料４） 

【質疑応答】 

・今後のスケジュールは。 

⇒報告書の概要版ができあがったところなので、今後については、内容を確

認した上で考えていきたい。 

・障害者の収入については、年金・恩給、手当が中心であるが、収入額は非

常に少ないので、その部分を含めて調査結果を区の計画に素案の段階から

盛り込んでほしい。 

（２）障害者計画・（第３期）障害福祉計画の改定について（資料５） 

【質疑応答】 

・ 教育の分野では新教育ビジョンに基づき「学校づくりはまちづくり」を掲

げているが、まちづくりには、次の世代がどう育っていくのかが非常に重

要であるので、障害者分野と教育分野で連携して進めていただきたい。 

 

５ 平成 21・22 年度障害者福祉推進協議会の活動について（資料６） 

・ 震災発生時には、杉社協では区と連携して、災害ボランティアセンターを

立ち上げることになっている。今回は立ち上げなかったが、被害状況を把

握し、ボランティア募集と受け入れ、派遣のコーディネートを行うことと

している。今回の震災でも都社協の要請に基づき、福島県へボランティア

を派遣したが被災地により状況が違う。南相馬市支援チャリティーバザー

には、是非ともお越しいただきたい。 

・ 福祉と教育との横の連携が必要。 

・ 一昨年バリアフリーの店を整備する際に、ソフト、ハードの両面から協力

することができた。人手があるので、商店会では、どんなときでも手伝い

する用意はできている。 

・ 今回の大震災を契機として、以前に震災時要援護者対策部会が作成した指

針がどうであったか、問題点はなかったか検証する必要がある。 

・ 災害時要援護者対策において、区が名簿を作成して責任を持つということ

は非常に重要なことである。また、この推進協議会は区からの報告の場に

するのではなく、必要であれば何度でも協議会を開催して、意義ある議論

をしていくことが重要である。 

・ 今回の大震災における障害者の被害状況については、最近やっと報道され

るようになってきた。その内容を確認して、知的障害者育成会として関係

機関へ要望等を上げていきたい。 

・ 4 月から支給されることが決まった精神障害者向けの手当の件について

は、感謝している。今後も他の障害者と同じレベルの支援が行えるように
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していきたい。 

・ 今回マイルドハート高円寺のショートステイを増床していただき感謝し

ている。障害者基礎調査からも分かるように、障害者及びその介護者の高

齢化が進んでいる。また、今回の大震災では、避難所にも行けずに自宅で

生活を続けている人がいる。そのような人たちにもっと目を向けてほし

い。 

・ 障害当事者として、災害時要援護者対策部会に関わらせていただいた。視

覚障害者は主に電話でコミュニケーションを図っているが、今回の大震災

においては、電話が全くつながらずとても不安になった。原発付近の視覚

障害者が電話を掛け続けたがつながらず、取り残されてしまったという話

も聞いた。また、計画停電についてもホームページで確認してくださいと

言われてしまうが、ホームページを見られない人は視覚障害者以外にもい

るので、もっと考えてほしい。 

・ 東北地方で行われた会議に参加して、大震災時の聴覚障害者の状況を知っ

た。地震発生時に緊急放送が流れたが、聞こえなかったために自宅に取り

残されたまま、津波にさらわれた方がいたようである。また、東京では電

車が止まり、多くの人が歩いて自宅まで帰った。しかし、中には歩いて帰

れない人がいるので、そのような人が聴覚障害者協会の杉並の事務所にも

泊まれるように考えてほしい。 

・ 地震対応に関する緊急アンケートを区内１９箇所のグループホームから

取りまとめた。また、情報交換会を開催したところ、もし夜間に地震が起

き、入居者がパニックを起こしたときに対応できるかなど、不安の声が上

がった。すだちの里は二次避難所となっているが、災害時に何人が避難し

てくるのか予想がつかず不安である。地域の人とのつながりを大切にし

て、力を合わせていきたい。 

・ 災害に強い杉並となるよう、日夜努力していきたい。 

・ 成年後見センターが平成 1８年４月にできて、権利擁護に対する意識が明

確になってきた。ただ、基礎調査の結果を見ると、まだまだ啓発が足りな

い部分があるので、積極的に啓発していきたい。 

 

６ その他 

・次期協議会委員の推薦については、4月以降各団体あてに依頼するのでよろ

しくお願いしたい。 

 

７ 閉会 

 


